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M23C6 の時効初期における粒界析出とその後の再固溶，再固溶に伴う σ 相の析出挙動や， SUPER304H 
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Fig.1 Change in precipitation ratio of Cr in SUS304HTB 
during aging with respect to aging duration. 
次に、析出挙動と機械的特性の挙動を比較評価 した。 種々の機械的特性は析出挙動評価と同じ活性化
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分散強化能が高いことに起るため，
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Fig.2 Orr-Sheby-Dorn parametric plot of SUPER304H 
creep rupture data comparing with Cr and Nb precipitation 
behaviors. 





M23C6 の粒界析出により，時効後期では σ 相や Laves 相の粒界析出に伴い低下することが確認された。
クリープ破断データは，応力をヤング率で規格化することで，析出挙動と同じ活性化エネルギーを持た
せた Orr-Shrby.Dorn パラメータで整理することができた。 クリープ挙動と析出挙動にも明確な対応が







SUPER304H および HR3C，長期実 USC ボイラで使用された SUPER304H の特性を評価 した結果，
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Fig.3 Precipitation ratio of Cr on removed SUPER304H 
tubes comparing with that of aged tubes. 
クリープ強度を高める効果が知られているが， 延性低下や溶接性の劣化からボイラ用材料には活用され
ていなかった不純物元素の P に着目した。 P と同時に Ti を活用することにより、 Fig.4に示すように、
過熱器管や再熱器管として現用されている SUPER304H を大幅に上回る強度が得られ、 Nd の添加によ
り P 添加に伴う延性を抑制した材料が得られた。 本鋼のクリープ強化メカニズムは， P 添加に伴う粒内
M23C6 の析出量増加 ， MX の析出遅延， ならびに長時間側で析出が生じる FeTiP の分散強化である。 ま
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第 3 章では，既存の代謝句オーステナイト系耐繋鋼の時効に伴う機械的特性の変化を翻面した。また，第2 章で得られ
た析出挙動と機械的特性変化の対応付けを行った。この対応付けの成果に基づいて，安定な長時間強度を得るための指導
原理を析出強化の観長から提案した。
第4 章では，実プラントで使用された材料の特|宮判面を行い，実脚句に求められた析出挙動の検証，および実験室での
挙動と実プラントでの挙動の差異を音刊面した。
第5章では，得られた指導原理よりクリープ特性を向上させた新しし、 18-8 系ステンレス鋼の倉庫2を行った。具体的には，
不純物元素である P を活用した経済性に優れた材料の試作およひ特|宮朝団結果を述べ九
第6 章は，研究成果のまとめである。
以上要するに，材命文は， オ」ステナイト系ステンレス鋼のクリープ中での析出挙動およひその機械的性質への景潜
を解明し，新たな耐熱ステンレス鋼を倉l製したもので、，環境科学の発展に寄与するところが少なくな川
よって，本論文同等女勃防の学位論文として合格と認める。
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